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北海道運輸局国内貨物輸送量の推移



北海道運輸局

出所︓国⼟交通省北海道局港政課作成「北海道の定期航路」資料

北海道の海上輸送

○国際物流︓道内６港に外貿定期コンテナ航路が就航し、北海道の経済活動を⽀えている。
○国内物流︓豊富な複合⼀貫輸送（ＲＯＲＯ船、フェリー、コンテナ）航路により、全国へ⾷料供給を⾏っている。
※複合⼀貫輸送︓ある貨物が船舶・トラック・鉄道・航空機といった複数の輸送⼿段により中継して運ばれる場合に、詰められた貨物が中継地で開封されることなく、

荷受⼈に届けられる輸送。



北海道運輸局国内運輸部門におけるCO2排出量



北海道運輸局

・室蘭市と⻘森市を結ぶ フェリーの定期航路
2023年10⽉開設

○室蘭〜⻘森（各港上り下りとも 1 便／1 ⽇）
航路距離：204km 所要時間：約７時間

就航船舶：ブルーマーメイド
全⻑：約144m 総トン数：8,820t
旅客定員数：583 名
積載台数：トラック（12m） 71 台

または乗⽤⾞230 台

新規フェリー航路の開設 室蘭～青森

室蘭

⻘森

【道内 道外】
道央、道東圏から

関東圏へ
主に、
・家畜関係
・⾷品関係 を輸送 【道外 道内】

関東圏から 道央圏へ
主に、
・雑貨関係
・⾷品関係 を輸送

出所︓津軽海峡フェリー株式会社

品⽬別輸送割合

【道内 道外】

【道外 道内】



北海道運輸局

・⼗勝港・釧路港と京浜港を結ぶ内航フィーダー開始
・⼗勝港・釧路港発着の輸出⼊コンテナ貨物が京浜港発着の外航⺟船に接続

2024年5⽉17⽇〜 ⼗勝、2024年5⽉18⽇〜 釧路
100〜200TEU型 内航コンテナ船
＜週1便＞ 京浜(⽕) − ⼗勝(⾦) − 釧路(⼟) − 京浜(⽕)

⼗勝
釧路

新規コンテナ航路の開設 十勝～京浜

▲令和６年７⽉５⽇⼗勝港において初の積み卸し】

⼗勝港
釧路港

京浜港

京浜
農産物

輸⼊飼料、⽇⽤雑貨

出所︓井本商運株式会社HP



北海道運輸局既存RORO船航路の利用 苫小牧～釧路

・モーダルシフト配送（海上輸送）による店舗配送実証実験を実施
・イオン北海道㈱、栗林商船㈱、釧路市が「2024年問題」で連携

出所︓イオン北海道株式会社HP
2024年05⽉20⽇ニュースリリース

・トラックの⾞両便数削減
・ドライバー不⾜問題の解消
・トラックのCO2排出量削減
・降雪時や災害時などのBCP対策

週４回配送を実施した場合...
・トラックの運⾏距離

⽉間約２９，０００ｋｍ

・CO2排出量削減効果
⽉間約２１，０００ｋｇ

釧路港

苫⼩牧港

陸送

海上輸送によるメリット

配送
ｾﾝﾀｰ



北海道運輸局輸送量当たりのCO２排出量



北海道運輸局
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⻘函航路から⻘蘭航路に
変更する場合

道東⽅⾯から道東の荷物を
海上輸送する場合

既存RORO船航路を利⽤し、
週４回海上輸送した場合



北海道運輸局物流2024年問題とその対応

○モーダルシフトの推進
・鉄道（コンテナ貨物）、内航（フェリー・RORO船等）の輸送量・
輸送分担率を今後10年程度で倍増
・31ftコンテナの利⽤拡⼤を優先的に促進しつつ、中⻑期的に40ft
コンテナの利⽤拡⼤も促進

② 「物流GX」の推進
（鉄道・内航海運の輸送⼒増強等によるモーダルシフト、
⾞両・船舶・ 物流施設・港湾等の脱炭素化等）



北海道運輸局内航海運CN検討会「とりまとめ」の概要


